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　本州の山岳域特異的に分布する動植物は飛翔能力が低
いものや冷涼な環境にしか適応できないもの（氷期遺存
種）が多く、山岳域ごと、あるいは地域ごとに遺伝的分
化が生じ、遺伝的多様性が高いことが知られている
（Nakatani et al., 2007; Zhang and Sota, 2007; Schoville et al., 
2013）。一方、その種の分布南限や下限の集団や小集団
化した地域では、遺伝的多様性が低くなることも知られ
ている（Baba et al., 2001; 平尾，2014）。
　山形県、福島県、新潟県、長野県、山梨県の山岳域に
はヒメノガリヤスやタカネノガリヤス（イネ科）を主た
る寄主植物として利用する Thrips属に属する未記載のア
ザミウマ（以下、Thrips属の一種とする）が分布してい
る（塘ら，2016）。本種は主にブナ帯よりも標高が高い
山地帯上部にしか生息していないため、その分布は非連
続的である。しかも、本種は稀に長翅型が生じるが、ほ
とんどの個体は飛翔能力のない微翅型であるため、他の
山岳域特異性種と同様に、地域ごとに遺伝的分化が生じ、
遺伝的多様性は高いと予想される。
　ところで、アザミウマ類は自律的な移動分散能力は高
くないが、その体サイズの小ささから、風に飛ばされる
などにより受動的な分散が生じ、長距離移動することが
ある。実際、航空機に付けたネットによって1,500 m以
上の上空でアザミウマ類が捕獲されることが知られてい
る（Berland, 1935; Glick, 1939）。このようなアザミウマ類
の特徴は、山岳域特異的に分布する種の遺伝的分化や遺
伝的多様性に影響を与えるかもしれない。そこで、本研
究では本州の山岳域特異的に分布する Thrips属の一種の
遺伝的多様性を明らかにすることを目的として、mtDNA
の COI領域の遺伝子解析を行った。
　本研究では山形県から 2サンプル、福島県から14サン
プル、新潟県から 2サンプル、長野県から16サンプル、
山梨県から 2サンプルの合計36サンプルを材料として解
析に用いた。mtDNAの COI領域を Folmer et al.（1994）
のプライマーを用いて PCR増幅し、塩基配列を決定し
た。得られた塩基配列はMEGA 5.20の Clustal Wでアラ

イメントし、TCSでハプロタイプネットワークを作成し
た。外群には木目澤ら（2014）による遺伝子解析の結果
から本種に最も近縁であることが示された Thrips alni 
Uzelを用いた。
　mtDNAの COI領域の解析から得られた塩基配列
（352bp）を用いてハプロタイプネットワークを作成した
ところ、11個のハプロタイプが検出された（Fig. 1）。こ
れらは福島県の最南部（帝釈山、三本槍岳）、山梨県、
長野県から検出されるタイプ（Aタイプ）と新潟県、福
島県、山形県から検出されるタイプ（Bタイプ）が 3塩
基の置換で区別された（Fig. 2）。外群として用いた
Thrips alniは Bタイプ（B(11)）とつながった。ハプロタ
イプ A(1)や B(6)のような広域から検出されるハプロタ
イプがある一方で、各山岳域（生息地）に固有のハプロ
タイプも存在することが明らかになった。
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Fig. 1 Statistical parsimony network for mtDNA COI 
sequences (352bp) of Thrips sp. Solid lines connect 
haplotypes with a single step (missing intermediates 
are indicated by small open circles). The diameter of 
the haplotype circles is proportional to the number of 
individuals analyzed. The haplotypes of Thrips sp. 
are divided into two types, type A (grey circle, Nos.1–
4) and type B (white circle, Nos. 5–11), by three 
nucleotide replacements. The haplotype of outgroup 
(Thrips alni) connected with haplotype 11 (type B) 
(not shown).
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　本研究で得られたハプロタイプネットワーク図と各ハ
プロタイプの分布に基づいて考えると、本種は福島県の
燧ケ岳に分布している B(11)から B(6)が生じ、それが新
潟県から山形県にかけて分布を拡大しつつ、各地で他の
Bタイプが分化したのかもしれない。あるいは、燧ケ岳
で B(6)から Bタイプが多様化し、それぞれが分布を拡
大した可能性も考えられる。一方、Aタイプ（A(1)）は
B(5)から分化し、このタイプが山梨県から長野県へと分
布を西へと拡大したものと思われる。そして、長野県の
上高地で Aタイプが多様化し、A(1)以外の Aタイプが
生じたのだろう。なお、A(1)を生じさせた B(5)は、A(1)
が検出された既知の生息地から最も遠い山形県（月山）
からしか検出されていない。そのため、B(5)や A(1)が他
の生息地から検出されるか否かについて、解析サンプル
数を増やして確かめる必要がある。
　本研究では福島県の燧ケ岳と磐梯山、長野県の上高地
のみで複数のハプロタイプが検出されたが、本研究の解
析サンプル数は生息地ごとに異なるため、1つの生息地
当たりの解析サンプル数を増やせば複数のハプロタイプ
が検出される生息地が他にも見出されるかもしれない。
また、本研究の PCR増幅成功率は月山（山形県）、美ヶ
原（長野県）では高く、妙高山（新潟県）、富士山（山
梨県）では低いというように、生息地ごとに異なった。

未だ PCR増幅に成功していない生息地のサンプルもあ
る。mtDNAの COI領域のプライマーが付く領域に変異
があるためにプライマーが合わず、PCR増幅が成功しな
いと仮定すると、PCR増幅成功率が低かった生息地には
さらに異なるタイプのハプロタイプが存在する可能性が
高い。今後は 1つの生息地当たりの解析サンプル数を増
やすとともに、Folmer et al.（1994）以外のプライマーを
用いるなど、PCR増幅の成功率を上げて解析を行う必要
がある。
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